
「我々は何故お米を作るのか？」

お米は日本人の礎だからです BY「見沼の里」



今回の米騒動について考えてみると

 スーパーから米が無くなったぞ！

 大変だ！⇒どうして？？「令和4/5年の需要実績681万トン」

 在庫がない？？⇒政府の備蓄は約91万トン（約1.5ヵ月分）

 日本の米（食用）の年間生産量は661万トン（2023年）⇒足りてるじゃん

 では、何故？？因みに、民間のお米の在庫は年平均約200万トン

 つまり、約860万トン＝生産＋民間在庫量＞681万トン（農水省需要予測）

 （日本の米の需要、年間消費/人＝55キロｘ約1.25億人＝年間約681万トン）

だが、実際の需要は702万トン（59万トン/月）だった！（需要予測＋21万トン）

民間の在庫量は6月末で156万トン、ムム、だからスーパーに米がない



新米に救われるかも！でも、一時しのぎ

 直近の実績から見ると、月間需要は59トン、2024年6月末の在庫量は156万
トン（２か月半）、因みに6月末の民間の販売用流通在庫は115万トン
だから、スーパーから米が消えたのです！

 新米は９月上旬から本格的に出荷が始まります。よって、米不足は解消に
向かうでしょう！だが、根本的に問題が解決した訳ではない。

 問題の本質は、需給見通しの誤り（需給ギャップが約20トン有）

 減反政策の誤り（食用の米の生産量が令和元年比65万トン減）

 造り手の高齢化、激減（あと5年で稲作の農業従事者は60万人を切る！）

 不採算（年間所得マイナス）の問題：10ヘクタール未満の農家は皆赤字



誤り誤
り





では、どうしたら良いのか！

答えは、自然農に有り

肥料・農薬に頼らない（経費節減、健康促進）

多様な生態系が復活（温暖化ガスの低減、環境負荷の低減）

でも、抑草できるの？生産量が激減するのでは？

日本の農業の９９％が農薬、化学肥料に頼る慣行農法です！

大丈夫！それが我々が実践する「循環型有機微生物農法」です。

草は生えない！反収8俵（480キロ）、しかも、美味しい！

これが、「見沼の里」が次世代に継承する農業（稲作）なのです。



「我々が目指すコミュニティー作り」

我々は、自ら安心安全な「食」お米を作ることによって、
いざという時であっても、食べ物が確保されている安心
感！それを皆で分かち合い、味わえる、そんなコミュニ―

ティ造りを目指しています。

貨幣経済が駄目になっても困らない、しかも、自然の生態
系を壊さず、自然と共生する自然農を主体に。日々、天の
恵みに感謝し、笑顔溢れる日常、皆さんも、この活動を通
じて、是非、この幸せ“いやしろ”を味わっていただきたい。

見沼の里では、我々のこうした活動にご賛同いただける皆
様方のご参加を心よりお待ちしております。
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